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及
び
経
営
の
合
理
化
を
一
層
促
進
し
、
商

工
業
の
活
性
化
に
向
け
た
実
効
あ
る
対
応

を
進
め
ま
す
。

●
観
光
振
興
は
、
「
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
」

を
核
と
し
た
「
道
の
駅
・
お
び
ら
鰊
番
屋
」

エ
リ
ア
は
「
に
ぎ
わ
い
」
の
創
出
が
図
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
番
屋
南
側
を
多
目

的
広
場
と
し
て
整
備
し
、
町
の
魅
力
を
町

内
外
に
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
各
種
戦
略

を
実
施
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
「
お
び
ま
る
広
場
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
周
囲
に
町
の
主
要
観
光
施
設
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
「
に
ぎ
わ
い
創

出
の
場
」
と
な
る
よ
う
、
町
民
を
は
じ
め

町
内
関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
や
提
案
を

十
分
に
反
映
し
、
地
域
振
興
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
施
設
の
有
効
な
利
活
用
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
「
ゆ
っ
た
り
か
ん
」
運
営
に
つ
き

ま
し
て
は
、
「
町
民
憩
い
の
場
・
観
光
客
の

受
入
施
設
」
と
し
て
、
ご
利
用
の
皆
様
方

に
満
足
い
た
だ
け
る
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
近
年
全
国
的
に
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
訪
日
外
国
人
に
対
す
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
に
つ
い
て
は
、
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
商
品
化
し
滞
在
型
を
目
指
し
た

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
「
高
規
格
道

路
深
川
・
留
萌
自
動
車
道
」
が
平
成
31
年

度
全
線
開
通
の
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

小
平
町
・
留
萌
市
・
増
毛
町
で
構
成
さ
れ

て
い
る
「
留
萌
南
部
地
域
広
域
観
光
連
携

協
議
会
」
の
事
業
展
開
の
中
で
、
当
町
の

魅
力
を
発
信
し
、
多
く
の
集
客
に
向
け
た

取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

ま
す
。

●
下
水
道
の
施
設
整
備
計
画
区
域
内
に

お
け
る
水
洗
化
の
普
及
率
は
79
．
５
％
で

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
加

入
の
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

下
水
道
施
設
は
供
用
開
始
か
ら
15
年

以
上
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
及
び

管
渠
を
含
め
た
施
設
全
体
を
効
率
的
に

改
修
す
る
た
め
に
、
昨
年
度
策
定
し
た
下

水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計

画
に
基
づ
き
小
平
地
区
の
施
設
か
ら
、
点

検
調
査
の
実
施
及
び
改
修
計
画
を
策
定

し
、
適
正
な
事
業
管
理
と
施
設
維
持
管
理

の
も
と
、
地
域
住
民
生
活
に
支
障
の
な
い

よ
う
適
切
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
水
道
事
業
で
は
、
水
道
施
設
更
新
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
浄
水
場
の
整
備
や
統
合

の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
水
管
橋
な

ど
の
老
朽
管
も
改
修
し
、
住
民
生
活
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
適
正
な
維
持
管
理

を
行
い
、
安
全
安
心
な
水
道
水
の
供
給
に

努
め
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策
は
、
昨
年
10
月
20
日
に

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
、
悲
惨
な
交
通
事
故
の
撲
滅
に
向
け
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
事
故
に
遭
わ
な

い
・
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」
と
の
基
本
認

識
の
も
と
、
家
庭
・
職
場
・
地
域
が
一
丸

と
な
っ
た
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
ま

す
。

●
防
犯
対
策
は
、
特
殊
詐
欺
な
ど
に
よ
る

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
事
件
が
、
次
々

発
生
し
て
い
る
実
態
か
ら
、
町
内
会
や
福

　

ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
世

帯
で
ご
み
分
別
が
困
難
な
世
帯
に
対
し

て
の
分
別
処
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
町
に
お
い
て

分
別
処
理
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
下
水
道
区
域
外
の
地
域
に
お

け
る
合
併
浄
化
槽
の
設
置
費
用
の
補
助

を
継
続
し
ま
す
。

●
橋
梁
の
整
備
は
、
「
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
」
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
工
事
と

し
て
、
大
椴
橋
の
架
け
替
え
な
ど
３
橋

の
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
計
画
に
沿
っ

て
順
次
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

●
河
川
・
道
路
の
整
備
と
し
て
、
法
面
の

決
壊
に
よ
る
護
岸
工
事
や
路
面
損
傷
の

激
し
い
町
道
な
ど
の
舗
装
補
修
工
事
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
・
橋
梁
・
河
川
な
ど
の
維

持
管
理
は
、
主
要
幹
線
道
路
ス
ト
ッ
ク
総

点
検
を
踏
ま
え
、
道
路
法
面
や
附
属
物
の

修
繕
や
補
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
パ

ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
各
町
内
会
か
ら
の

要
望
に
基
づ
い
た
現
地
調
査
を
行
い
、
町

民
皆
様
の
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

　

冬
期
間
の
町
道
除
排
雪
事
業
は
、
降
雪

や
積
雪
な
ど
道
路
状
況
に
合
わ
せ
、
交
通

と
快
適
な
住
民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、

効
率
的
な
除
排
雪
を
実
施
し
ま
す
。

●
公
営
住
宅
の
整
備
は
、
「
小
平
町
公
営

住
宅
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
給
湯

器
や
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
を
設
置
す
る
た
め
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
新
町
団
地
な
ど

４
団
地
の
改
修
工
事
を
計
画
的
に
進
め

主な施策内容 予算額
中山間地域等直接支払交付金 58,570千円
農業用ビニールハウス資材購入費補助事業 10,000千円
畜産振興補助金 2,600千円
団体営農村地域防災減災事業（ハザードマップ作成） 8,000千円
農業基盤整備促進事業（本郷地区道路改良舗装） 18,000千円
農道整備特別対策事業（沖内地区道路改良舗装） 28,500千円
多面的機能支払交付金事業 54,032千円
町有林整備事業 28,599千円
漁業近代化資金利子補給事業 7,291千円
小平町商工業振興事業補助金 15,678千円
中小企業振興資金利子補給事業 3,000千円
ゆったりかん運営委託料 35,000千円
観光交流センター運営委託料 5,500千円
小平町観光地域づくりプロジェクト事業 4,000千円
道の駅イベント広場兼駐車場整備工事 32,000千円
観光公共施設環境整備事業（トイレ改修） 5,811千円
観光施設Wi － Fi 設置工事 5,000千円
ゆったりかん備品購入事業 8,360千円

●
新
た
な
ご
み
処
理
が
開
始
さ
れ
、
５
年

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
分
別
に

つ
き
ま
し
て
は
殆
ん
ど
適
正
な
分
別
が

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
「
プ
ラ
製
容
器
、

紙
製
容
器
の
資
源
ご
み
」
の
分
別
調
査
に

お
い
て
、
不
適
物
の
混
入
が
多
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
町
民
皆

様
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
町
内
観
光
公
共
施
設
の
和
式

ト
イ
レ
を
洋
式
に
す
る
と
と
も
に
、
「
道
の

駅
」
及
び
「
お
び
ま
る
広
場
」
エ
リ
ア
に

屋
外
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

生
活
環
境
施
策


